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・
質
問　

学
校
評
価
に
関
し
、
次

の
点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
本
市
に
お
け
る
小
・
中
学
校
の

学
校
評
価
の
公
開
は
、
ど
の
よ
う

な
方
法
で
な
さ
れ
て
い
る
か
。

②
評
価
項
目
の
内
容
は
。

③
外
部
評
価
は
導
入
し
て
い
る
か
。

④
評
価
結
果
が
教
育
現
場
の
改
善

に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
。

⑤
学
校
評
価
に
つ
い
て
、
教
育
委

員
会
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

・
答
弁
（
教
育
長
）

①
市
内
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
が

学
校
評
価
を
実
施
し
て
お
り
、
そ

の
評
価
結
果
を
学
校
だ
よ
り
や
地

域
広
報
紙
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
合
や
学
校
評
議
員
の

会
議
な
ど
の
際
に
説
明
す
る
な
ど

の
方
法
で
公
開
し
て
い
る
。

②
評
価
項
目
は
、
学
校
教
育
目
標

や
学
校
経
営
方
針
、
授
業
研
究
・

改
善
な
ど
の
学
校
経
営
の
根
幹
に

係
わ
る
こ
と
。
道
徳
教
育
や
学
校

行
事
、
生
徒
指
導
や
進
路
指
導
な

ど
児
童
・
生
徒
に
か
か
わ
る
こ
と
。

情
報
の
公
開
や
家
庭
、
地
域
と
の

連
携
な
ど
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

に
係
わ
る
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

項
目
に
及
ん
で
い
る
。

③
外
部
評
価
は
、
小
学
校
八
校
、

中
学
校
全
校
で
実
施
し
て
い
る
。

　

保
護
者
や
学
校
評
議
員
に
よ
る

評
価
を
行
い
、
年
度
末
や
学
期
末

・
質
問　

市
役
所
の
外
線
用
電
話

を
Ｉ
Ｐ
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ

ス
ト
削
減
に
つ
な
げ
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

・
答
弁
（
企
画
財
政
部
長
）

　

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
に
伴
い
、
企
業
や
一
般
家
庭
に

　
　
　
　
＊

お
い
て
も
Ｉ
Ｐ
電
話
の
利
用
者
が

増
加
し
て
き
て
い
る
。

　

県
内
の
自
治
体
で
も
、
北
本
市

や
春
日
部
市
が
す
で
に
こ
の
Ｉ
Ｐ

電
話
を
導
入
し
て
い
る
た
め
、
北

本
市
に
問
い
合
わ
せ
を
し
た
と
こ

ろ
、
現
在
の
電
話
交
換
機
に
Ｉ
Ｐ

電
話
用
ア
ダ
プ
タ
（
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
装
置
と
も
呼
ば
れ
る
。）
を
取

り
付
け
る
方
式
の
も
の
で
、
導
入

経
費
が
三
十
万
円
程
度
、
機
器
の

市
役
所
の
電
話
を

　

Ｉ
Ｐ
化
し
て
は
ど
う
か

藤
倉　

宗
義
議
員

リ
ー
ス
料
が
年
間
十
万
円
程
度
で
、

年
間
で
約
百
万
円
の
経
費
削
減
を

見
込
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

こ
の
方
式
は
、
東
京
都
板
橋
区

役
所
が
全
国
最
初
に
取
り
組
み
、

北
本
市
は
全
国
で
四
番
目
の
取
り

組
み
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
現
在
使
用

し
て
い
る
電
話
交
換
機
が
平
成
十

七
年
度
に
リ
ー
ス
期
間
を
終
了
す

る
た
め
、
十
八
年
度
の
予
算
査
定

の
際
に
Ｉ
Ｐ
電
話
の
導
入
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
庁
内
以
外
の
出
先
機

関
の
電
話
を
含
め
て
Ｉ
Ｐ
化
を
実

施
す
る
場
合
、
設
置
機
器
の
費
用

が
高
額
に
な
り
、
初
期
投
資
に
約

三
千
万
円
程
度
の
費
用
が
必
要
に

な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
平
成

十
八
年
度
の
導
入
を
見
送
っ
た
と

い
う
経
緯
が
あ
る
。

　

今
回
、
こ
の
北
本
市
で
実
施
し

て
い
る
簡
易
な
方
法
に
よ
り
、
少

な
い
経
費
で
コ
ス
ト
削
減
の
効
果

が
期
待
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
今
後
具
体
的
な
検
討
を
行
い
、

そ
の
効
果
を
十
分
検
証
し
、
早
期

の
対
応
を
図
る
よ
う
進
め
て
い
き

た
い
。 

　
　

�

・
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
強
化

に
つ
い
て

・
廃
食
用
油
の
燃
料
化
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

に
そ
の
結
果
を
公
表
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
小
学
校
二
校
、
中
学
校

一
校
に
お
い
て
、
児
童
・
生
徒
に

よ
る
評
価
も
実
施
し
て
い
る
。

④
学
校
評
価
の
実
績
に
よ
り
、
児

童
・
生
徒
や
保
護
者
の
意
識
を
把

握
し
、
教
職
員
の
意
欲
の
喚
起
に

つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
全
教
職
員

で
評
価
結
果
に
基
づ
い
た
改
善
等

に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
持
ち
、

次
年
度
の
学
校
運
営
や
教
育
活
動

に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

⑤
学
校
評
価
を
行
う
こ
と
は
、
そ

れ
を
次
年
度
の
教
育
活
動
に
生
か

せ
る
こ
と
や
教
職
員
の
意
識
改
革

が
図
れ
る
こ
と
な
ど
教
育
活
動
の

充
実
に
つ
な
が
る
た
め
大
変
有
効

な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

　
　

�

・
ふ
る
さ
と
基
金
の
創
設
に
つ
い

て

そ
の
他
の
質
問

市
内
小
・
中
学
校
の

　
　

学
校
評
価
に
つ
い
て

森
田　

常
夫
議
員

＊
学
校
評
価
と
は

　

平
成
十
四
年
に
小
・
中
学
校

設
置
基
準
に
学
校
の
教
育
活
動
、

学
校
運
営
状
況
の
自
己
点
検
、

自
己
評
価
と
そ
の
結
果
の
公
表

が
努
力
規
定
と
し
て
盛
り
込
ま

れ
た
。

　

現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
の
学
校

が
、
学
校
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

＊
Ｉ
Ｐ
電
話
と
は

　

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
や
光
フ
ァ
イ
バ
ー

な
ど
の
高
速
デ
ー
タ
回
線
を
利

用
し
た
新
し
い
電
話
サ
ー
ビ
ス
。

　

従
来
の
一
般
固
定
電
話
の
通

話
料
は
、
距
離
に
応
じ
て
通
話

料
が
高
く
な
る
が
、
Ｉ
Ｐ
電
話

は
全
国
ど
こ
で
も
通
話
料
が
定

額
と
い
う
利
点
が
あ
る
。

　

個
人
向
け
Ｉ
Ｐ
電
話
の
利
用

者
は
、
全
国
で
八
百
万
人
以
上

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

＊


